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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｎ個のチャネルの中から他の無線通信装置により割り当てられたチャネルにて信号を受
信する無線通信装置において、
　割り当ての候補となるＭ個の要求チャネルのうち、新しい方から少なくともＭ－Ｋ個の
要求チャネルを表す情報を記憶する記憶部と、
　前記Ｎ個のチャネルから前記Ｍ－Ｋ個の要求チャネルを除いたチャネルの中から、新し
く要求チャネルに追加するＫ個の追加チャネルを選択し、さらに前記Ｍ－Ｋ個の要求チャ
ネルと該Ｋ個の追加チャネルとを併せた要求チャネルのうち、新しい方から少なくともＭ
－Ｋ個の要求チャネルを選択し、該選択した要求チャネルを表す情報を前記記憶部に格納
する追加チャネル選択部と、
　前記他の無線通信装置に報告する報告情報であって、前記追加チャネル選択部が選択し
たＫ個の追加チャネルを表す情報を含む報告情報を生成する報告情報生成部と
　を備えることを特徴とする無線通信装置。
【請求項２】
　前記他の無線通信装置からの受信信号に基づき、各チャネルの受信品質を測定する受信
品質測定部を備え、
　前記追加チャネル選択部は、前記受信品質に基づき、前記追加チャネルを選択すること
を特徴とする請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項３】



(2) JP 5105622 B2 2012.12.26

10

20

30

40

50

　前記報告情報生成部は、前記追加チャネルを表す情報に加えて、該追加チャネルの前記
受信品質を表す情報を含む報告情報を生成することを特徴とする請求項１に記載の無線通
信装置。
【請求項４】
　前記追加チャネル選択部は、前記Ｎ個のチャネルから前記記憶部が記憶するＭ－Ｋ個の
要求チャネルを除いたチャネルの中から、Ｋ個の追加チャネルを選択し、前記受信品質の
うち、前記記憶部が記憶するＭ－Ｋ個の要求チャネルと該Ｋ個の追加チャネルとを併せた
Ｍ個の要求チャネルの受信品質を選択し、該Ｍ個の要求チャネルのうち、新しい方から少
なくともＭ－Ｋ個の要求チャネルを選択し、該選択したＭ－Ｋ個の要求チャネルを表す情
報を前記記憶部に格納し、
　前記報告情報生成部は、前記追加チャネル選択部が選択したＭ個の要求チャネルの受信
品質を表す情報を含む報告情報を生成することを特徴とする請求項１に記載の無線通信装
置。
【請求項５】
　Ｎ個のチャネルの中から他の無線通信装置に割り当てたチャネルにて、前記他の無線通
信装置に信号を送信する無線通信装置において、
　割り当ての候補となる要求チャネルに新しく追加するＫ個の追加チャネルを表す情報を
含む報告情報を、前記他の無線通信装置から受信した信号から分離する分離部と、
　前記分離部が分離した報告情報から前記Ｋ個の追加チャネルを表す情報を抽出し、該抽
出した情報が表すＫ個の追加チャネルと、バッファ領域に記憶している情報が表すＭ個の
要求チャネルとから、最新のＭ個の要求チャネルを選択して前記バッファ領域に格納する
バッファ部と、
　前記バッファ部が選択したＭ個の要求チャネルに基づき、前記他の無線通信装置に割り
当てるチャネルをスケジューリングするスケジューリング部と
　を備えることを特徴とする無線通信装置。
【請求項６】
　前記報告情報は、前記追加チャネルを表す情報に加えて、該追加チャネルの受信品質を
表す情報を含み、
　前記バッファ領域は、前記要求チャネルを表す情報に加えて、該要求チャネルの受信品
質を表す情報を記憶し、
　前記バッファ部は、前記報告情報から抽出したＫ個の追加チャネルと、バッファ領域に
記憶している情報が表すＭ個の要求チャネルとから、最新のＭ個の要求チャネルを選択し
て前記バッファ領域に格納するとともに、前記報告情報から受信品質を表す情報を抽出し
、該抽出した受信品質を表す情報と、前記バッファ領域に記憶している受信品質を表す情
報とから、前記選択したＭ個の要求チャネルの受信品質を表す情報を選択して前記バッフ
ァ領域に格納し、
　前記スケジューリング部は、前記バッファ部が選択したＭ個の要求チャネルに加えて、
前記バッファ部が選択した受信品質を表す情報に基づき、前記他の無線通信装置に割り当
てるチャネルをスケジューリングすること
　を特徴とする請求項５に記載の無線通信装置。
【請求項７】
　前記報告情報は、前記追加チャネルを表す情報に加えて、該追加チャネルを含むＭ個の
要求チャネルの受信品質を表す情報を含み、
　前記バッファ部は、前記報告情報から追加チャネルを表す情報に加えて、該追加チャネ
ルを含むＭ個の要求チャネルの受信品質を表す情報を抽出し、
　前記スケジューリング部は、前記バッファ部が選択したＭ個の要求チャネルに加えて、
前記バッファ部が抽出した受信品質を表す情報に基づき、前記他の無線通信装置に割り当
てるチャネルをスケジューリングすること
　を特徴とする請求項５に記載の無線通信装置。
【請求項８】
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　第１の無線通信装置と、Ｎ個のチャネルの中から前記第１の無線通信装置が割り当てた
チャネルにて信号を受信する第２の無線通信装置とからなる無線通信システムにおいて、
　前記第２の無線通信装置は、
　割り当ての候補となるＭ個の要求チャネルのうち、新しい方から少なくともＭ－Ｋ個の
要求チャネルを表す情報を記憶する記憶部と、
　前記Ｎ個のチャネルから前記Ｍ－Ｋ個の要求チャネルを除いたチャネルの中から、新し
く要求チャネルに追加するＫ個の追加チャネルを選択し、さらに前記Ｍ－Ｋ個の要求チャ
ネルと該Ｋ個の追加チャネルとを併せた要求チャネルのうち、新しい方から少なくともＭ
－Ｋ個の要求チャネルを選択し、該選択した要求チャネルを表す情報を前記記憶部に格納
する追加チャネル選択部と、
　前記第１の無線通信装置に報告する報告情報であって、前記追加チャネル選択部が選択
したＫ個の追加チャネルを表す情報を含む報告情報を生成する報告情報生成部と
　を備え、
　前記第１の無線通信装置は、
　前記報告情報を、前記第２の無線通信装置から受信した信号から分離する分離部と、
　前記分離部が分離した報告情報からＫ個の追加チャネルを表す情報を抽出し、該抽出し
た情報が表すＫ個の追加チャネルと、バッファ領域に記憶している情報が表すＭ個の要求
チャネルとから、最新のＭ個の要求チャネルを選択して前記バッファ領域に格納するバッ
ファ部と、
　前記バッファ部が選択したＭ個の要求チャネルに基づき、前記第２の無線通信装置に割
り当てるチャネルをスケジューリングするスケジューリング部と
　を備えることを特徴とする無線通信システム。
【請求項９】
　第１の無線通信装置と、Ｎ個のチャネルの中から前記第１の無線通信装置が割り当てら
れたチャネルを受信する第２の無線通信装置とからなる無線通信システムにおける無線通
信方法であって、
　前記第２の無線通信装置が、割り当ての候補となるＭ個の要求チャネルであって前回の
要求チャネルのうちで最新のＭ－Ｋ個の要求チャネルを、前記Ｎ個のチャネルから除いた
チャネルの中から、新しく要求チャネルに追加するＫ個の追加チャネルを選択する第１の
過程と、
　前記第２の無線通信装置が、前記第１の過程にて選択されたＫ個の追加チャネルを表す
情報を含む報告情報を生成する第２の過程と、
　前記第２の無線通信装置が、前記第２の過程にて生成した報告情報を、前記第１の無線
通信装置に送信する第３の過程と、
　前記第１の無線通信装置が、前記第３の過程にて送信された前記報告情報を受信する第
４の過程と、
　前記第１の無線通信装置が、前記第４の過程にて受信した報告情報から、前記Ｋ個の追
加チャネルを表す情報を抽出し、該抽出した情報が表すＫ個の追加チャネルと、前回のＭ
個の要求チャネルとから、最新のＭ個を今回の要求チャネルとして選択する第５の過程と
、
　前記第１の無線通信装置が、前記第５の過程にて選択されたＭ個の要求チャネルに基づ
き、前記第２の無線通信装置に割り当てるチャネルをスケジューリングする第６の過程と
　を備えることを特徴とする無線通信方法。
【請求項１０】
　Ｎ個のチャネルの中から他の無線通信装置により割り当てられたチャネルにて信号を受
信する無線通信装置における報告情報送信方法において、
　前記無線通信装置が、割り当ての候補となるＭ個の要求チャネルであって前回の要求チ
ャネルのうちで最新のＭ－Ｋ個の要求チャネルを、前記Ｎ個のチャネルから除いたチャネ
ルの中から、新しく要求チャネルに追加するＫ個の追加チャネルを選択する第１の過程と
、
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　前記無線通信装置が、前記第１の過程にて選択されたＫ個の追加チャネルを表す情報を
含む報告情報を生成する第２の過程と、
　前記無線通信装置が、前記第２の過程にて生成した報告情報を、前記第１の無線通信装
置に送信する第３の過程と
　を備えることを特徴とする報告情報送信方法。
【請求項１１】
　Ｎ個のチャネルの中から他の無線通信装置に割り当てたチャネルにて、前記他の無線通
信装置に信号を送信する無線通信装置におけるスケジューリング方法において、
　前記無線通信装置が、前記他の無線通信装置から報告情報を受信する第１の過程と、
　前記無線通信装置が、前記第１の過程にて受信した報告情報から、前記Ｋ個の追加チャ
ネルを表す情報を抽出し、該抽出した情報が表すＫ個の追加チャネルと、前回のＭ個の要
求チャネルとから、最新のＭ個を今回の要求チャネルとして選択する第２の過程と、
　前記無線通信装置が、前記第２の過程にて選択されたＭ個の要求チャネルに基づき、前
記他の無線通信装置に割り当てるチャネルをスケジューリングする第３の過程と
　を特徴とするスケジューリング方法。
【請求項１２】
　複数のチャネルの中から他の無線通信装置により割り当てられたチャネルにて信号を受
信する無線通信装置における無線通信方法であって、
　割り当ての候補となる要求チャネルに追加する追加チャネルとして、新しい方から所定
回数の過去の報告により前記他の無線通信装置に報告したチャネルを除いた前記複数のチ
ャネルの中から、新たな追加チャネルを選択する過程と、
　前記選択した追加チャネルを前記他の無線通信装置に報告する過程と
　を有することを特徴とする無線通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信装置、無線通信システム、無線通信方法、報告情報送信方法および
スケジューリング方法にかかわり、特にリバースリンクにて通知された情報に基づき複数
のチャネルの中から割り当てたチャネルにて、データを送受信する無線通信装置、無線通
信システム、無線通信方法、報告情報送信方法およびスケジューリング方法に関する。
　本願は、２００６年１０月５日に、日本に出願された特願２００６－２７４１８４号に
基づき優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、移動通信システムにおいてはデータ通信の需要が高まっており、データ通信の増
加に伴い、高い周波数利用効率が得られる様々な技術が提案されている。
　周波数利用効率を高める可能性を持った技術の一つにＯＦＤＭＡ（Orthogonal Frequen
cy Division Multiple Access：直交周波数分割多元接続）という技術がある。これは、
セルで構成される通信エリアおいて、すべてのセルにおいて同じ周波数を用いて通信を行
ない、通信する際の変調方式がＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiplexing
：直交周波数分割多重）であり、アクセス方式がＴＤＭＡ（Time Division Multiple Acc
ess：時分割多元接続）、ＦＤＭＡ（Frequency Division Multiple Access：周波数分割
多元接続）を使用しているという技術である。孤立セルでは、セルエリアと共通の無線イ
ンターフェースを持ちながら、より高速なデータ通信が実現できる通信方式である。
【０００３】
　ＯＦＤＭＡシステムのスケジューリングとして、Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideband-Code Divisi
on Multiple Access）移動通信システムにおける下り高速パケット伝送方式（ＨＳＤＰＡ
：High Speed Downlink Packet Access）では、通信端末装置がすべてのサブキャリアに
おける下り回線状態を示す情報であるＣＱＩ（Channel Quality Indicator：受信品質情
報）を基地局装置に報告し、基地局装置は各通信端末装置から報告されたすべてのサブキ
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ャリアの受信品質情報ＣＱＩに基づいて、パケットのスケジューリングを行なうという方
法が提案されている（例えば、非特許文献１）。
　同様に、複数の副搬送波を用いるＯＦＤＭＡシステムにおける送信データのスケジュー
リングにおいて、通信端末装置で下りの各チャネル状態（周波数特性）を評価し、上りの
フィードバックチャネルを用いて各チャネル状態を量子化した情報を基地局装置に報告し
、基地局装置は報告された情報に基づいて各通信端末装置に割り振る副搬送波を決定する
という発明が公開されている（例えば、特許文献１）。
【０００４】
　さらに、ＯＦＤＭＡシステムにおける受信品質のフィードバック方法として、受信機は
受信品質が上位の複数のサブキャリアを選択し、当該複数のサブキャリアを示す情報と前
記複数のサブキャリアの受信品質の平均値を送信機に報告することにより、フィードバッ
ク情報量を軽減し、通信端末装置から基地局装置へのリバースリンクのオーバヘッドを抑
制する方法が提案されている（例えば、特許文献２）。
　また、ＯＦＤＭシステムにおいて、伝送品質の悪いキャリアを使用しないために、受信
機は伝送品質の悪いキャリアを指定し、そのキャリアの周波数情報あるいはキャリアの番
号を基地局に報告する方法も提案されている（例えば、特許文献３、特許文献４）。
【特許文献１】特開２００５－１３０４９１号公報
【特許文献２】特開２００４－２０８２３４号公報
【特許文献３】特開２００１－１４８６８２号公報
【特許文献４】特開２００４－１４７０６８号公報
【非特許文献１】“Ｃｏｍｍｅｎｔｓ　ｏｎ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎ
ｇ　ａｎｄ　ｊｏｉｎｔ　ｐｏｗｅｒ　ａｎｄ　ｒａｔｅ　ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ　
ｆｏｒ　ＯＦＤＭ”、　３ＧＰＰ、　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１　Ｍｅｅｔｉｎｇ　＃２９
、　Ｒ－０２－１３２１、２００２年１１月
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　解決しようとする問題点は、広帯域通信などにおいては、チャネル数が非常に多いため
にチャネルを識別する識別情報の情報量（ビット数）も大きくなり、複数のチャネルの識
別情報とそのチャネルにおける受信品質情報を端末装置から基地局装置へのリバースリン
クにてフィードバックする報告情報の情報量が大きくなり、通信端末装置から基地局装置
へのリバースリンク（上りリンク）の通信容量を逼迫するという点である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上述した課題を解決するためになされたもので、本発明の無線通信装置は、
Ｎ個のチャネルの中から他の無線通信装置により割り当てられたチャネルにて信号を受信
する無線通信装置において、割り当ての候補となるＭ個の要求チャネルのうち、新しい方
から少なくともＭ－Ｋ個の要求チャネルを表す情報を記憶する記憶部と、前記Ｎ個のチャ
ネルから前記Ｍ－Ｋ個の要求チャネルを除いたチャネルの中から、新しく要求チャネルに
追加するＫ個の追加チャネルを選択し、さらに前記Ｍ－Ｋ個の要求チャネルと該Ｋ個の追
加チャネルとを併せた要求チャネルのうち、新しい方から少なくともＭ－Ｋ個の要求チャ
ネルを選択し、該選択した要求チャネルを表す情報を前記記憶部に格納する追加チャネル
選択部と、前記他の無線通信装置に報告する報告情報であって、前記追加チャネル選択部
が選択したＫ個の追加チャネルを表す情報を含む報告情報を生成する報告情報生成部とを
備えることを特徴とする。
【０００７】
　これにより、本発明の無線通信装置は、報告情報において、チャネル割り当ての候補と
なる要求チャネルの指定を、新しく要求チャネルに追加するＫ個の追加チャネルを表す情
報により行うので、報告情報の情報量を抑制することができる。
【０００８】
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　また、本発明の無線通信装置は、上述の無線通信装置であって、前記他の無線通信装置
からの受信信号に基づき、各チャネルの受信品質を測定する受信品質測定部を備え、前記
追加チャネル選択部は、前記受信品質に基づき、前記追加チャネルを選択することを特徴
とする。
【０００９】
　これにより、本発明の無線通信装置は、受信品質の良好なチャネルを追加チャネルに選
択することで、前記他の無線通信装置が受信品質の良好なチャネルを自装置に割り当てる
ようにすることができる。
【００１０】
　また、本発明の無線通信装置は、上述の無線通信装置であって、前記報告情報生成部は
、前記追加チャネルを表す情報に加えて、該追加チャネルの前記受信品質を表す情報を含
む報告情報を生成することを特徴とする。
【００１１】
　これにより、本発明の無線通信装置は、報告情報により、要求チャネルとして選択した
チャネルについては、受信品質を他の無線通信装置に報告するので、前記他の無線通信装
置において、該受信品質に基づき受信品質の良好な要求チャネルを優先的に割り当てて、
伝送効率を良くすることができる。
【００１２】
　また、本発明の無線通信装置は、上述の無線通信装置であって、前記追加チャネル選択
部は、前記Ｎ個のチャネルから前記記憶部が記憶するＭ－Ｋ個の要求チャネルを除いたチ
ャネルの中から、Ｋ個の追加チャネルを選択し、前記受信品質のうち、前記記憶部が記憶
するＭ－Ｋ個の要求チャネルと該Ｋ個の追加チャネルとを併せたＭ個の要求チャネルの受
信品質を選択し、該Ｍ個の要求チャネルのうち、新しい方から少なくともＭ－Ｋ個の要求
チャネルを選択し、該選択したＭ－Ｋ個の要求チャネルを表す情報を前記記憶部に格納し
、前記報告情報生成部は、前記追加チャネル選択部が選択したＭ個の要求チャネルの受信
品質を表す情報を含む報告情報を生成することを特徴とする。
【００１３】
　これにより、本発明の無線通信装置は、報告情報により、要求チャネルとして選択した
チャネルについては、最新の受信品質を前記他の無線通信装置に報告するので、前記他の
無線通信装置において、該受信品質に基づき受信品質の良好な要求チャネルを優先的に割
り当てて、伝送効率を良くすることができる。
【００１４】
　また、本発明の無線通信装置は、Ｎ個のチャネルの中から他の無線通信装置に割り当て
たチャネルにて、前記他の無線通信装置に信号を送信する無線通信装置において、割り当
ての候補となる要求チャネルに新しく追加するＫ個の追加チャネルを表す情報を含む報告
情報を、前記無線通信装置から受信した信号から分離する分離部と、前記分離部が分離し
た報告情報から前記Ｋ個の追加チャネルを表す情報を抽出し、該抽出した情報が表すＫ個
の追加チャネルと、バッファ領域に記憶している情報が表すＭ個の要求チャネルとから、
最新のＭ個の要求チャネルを選択して前記バッファ領域に格納するバッファ部と、前記バ
ッファ部が選択したＭ個の要求チャネルに基づき、前記他の無線通信装置に割り当てるチ
ャネルをスケジューリングするスケジューリング部とを備えることを特徴とする。
【００１５】
　これにより、本発明の無線通信装置は、報告情報中のチャンネル割り当ての候補となる
要求チャネルの指定が、新しく要求チャネルに追加するＫ個の追加チャネルを表す情報に
よる指定となるので、報告情報の情報量を抑制することができる。
【００１６】
　また、本発明の無線通信装置は、上述の無線通信装置であって、前記報告情報は、前記
追加チャネルを表す情報に加えて、該追加チャネルの受信品質を表す情報を含み、前記バ
ッファ領域は、前記要求チャネルを表す情報に加えて、該要求チャネルの受信品質を表す
情報を記憶し、前記バッファ部は、前記報告情報から抽出したＫ個の追加チャネルと、バ
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ッファ領域に記憶している情報が表すＭ個の要求チャネルとから、最新のＭ個の要求チャ
ネルを選択して前記バッファ領域に格納するとともに、前記報告情報から受信品質を表す
情報を抽出し、該抽出した受信品質を表す情報と、前記バッファ領域に記憶している受信
品質を表す情報とから、前記選択したＭ個の要求チャネルの受信品質を表す情報を選択し
て前記バッファ領域に格納し、前記スケジューリング部は、前記バッファ部が選択したＭ
個の要求チャネルに加えて、前記バッファ部が選択した受信品質を表す情報に基づき、前
記他の無線通信装置に割り当てるチャネルをスケジューリングすることを特徴とする。
【００１７】
　これにより、本発明の無線通信装置は、各要求チャネルの受信品質を記憶しているので
、受信品質の良好な要求チャネルを優先的に割り当てて、伝送効率を良くすることができ
る。
【００１８】
　また、本発明の無線通信装置は、上述の無線通信装置であって、前記報告情報は、前記
追加チャネルを表す情報に加えて、該追加チャネルを含むＭ個の要求チャネルの受信品質
を表す情報を含み、前記バッファ部は、前記報告情報から追加チャネルを表す情報に加え
て、該追加チャネルを含むＭ個の要求チャネルの受信品質を表す情報を抽出し、前記スケ
ジューリング部は、前記バッファ部が選択したＭ個の要求チャネルに加えて、前記バッフ
ァ部が抽出した受信品質を表す情報に基づき、前記他の無線通信装置に割り当てるチャネ
ルをスケジューリングすることを特徴とする。
【００１９】
　これにより、本発明の無線通信装置は、各要求チャネルの最新の受信品質に基づき、受
信品質の良好な要求チャネルを優先的に割り当てて、伝送効率を良くすることができる。
【００２０】
　また、本発明の無線通信システムは、第１の無線通信装置と、Ｎ個のチャネルの中から
前記第１の無線通信装置が割り当てたチャネルにて信号を受信する第２の無線通信装置と
からなる無線通信システムにおいて、前記第２の無線通信装置は、割り当ての候補となる
Ｍ個の要求チャネルのうち、新しい方から少なくともＭ－Ｋ個の要求チャネルを表す情報
を記憶する記憶部と、前記Ｎ個のチャネルから前記Ｍ－Ｋ個の要求チャネルを除いたチャ
ネルの中から、新しく要求チャネルに追加するＫ個の追加チャネルを選択し、さらに前記
Ｍ－Ｋ個の要求チャネルと該Ｋ個の追加チャネルとを併せた要求チャネルのうち、新しい
方から少なくともＭ－Ｋ個の要求チャネルを選択し、該選択した要求チャネルを表す情報
を前記記憶部に格納する追加チャネル選択部と、前記第１の無線通信装置に報告する報告
情報であって、前記追加チャネル選択部が選択したＫ個の追加チャネルを表す情報を含む
報告情報を生成する報告情報生成部とを備え、前記第１の無線通信装置は、前記報告情報
を、前記第２の無線通信装置から受信した信号から分離する分離部と、前記分離部が分離
した報告情報からＫ個の追加チャネルを表す情報を抽出し、該抽出した情報が表すＫ個の
追加チャネルと、バッファ領域に記憶している情報が表すＭ個の要求チャネルとから、最
新のＭ個の要求チャネルを選択して前記バッファ領域に格納するバッファ部と、前記バッ
ファ部が選択したＭ個の要求チャネルに基づき、前記第２の無線通信装置に割り当てるチ
ャネルをスケジューリングするスケジューリング部とを備えることを特徴とする。
【００２１】
　また、本発明の無線通信方法は、第１の無線通信装置と、Ｎ個のチャネルの中から前記
第１の無線通信装置が割り当てられたチャネルを受信する第２の無線通信装置とからなる
無線通信システムにおける無線通信方法であって、前記第２の無線通信装置が、割り当て
の候補となるＭ個の要求チャネルであって前回の要求チャネルのうちで最新のＭ－Ｋ個の
要求チャネルを、前記Ｎ個のチャネルから除いたチャネルの中から、新しく要求チャネル
に追加するＫ個の追加チャネルを選択する第１の過程と、前記第２の無線通信装置が、前
記第１の過程にて選択されたＫ個の追加チャネルを表す情報を含む報告情報を生成する第
２の過程と、前記第２の無線通信装置が、前記第２の過程にて生成した報告情報を、前記
第１の無線通信装置に送信する第３の過程と、前記第１の無線通信装置が、前記第３の過
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程にて送信された前記報告情報を受信する第４の過程と、前記第１の無線通信装置が、前
記第４の過程にて受信した報告情報から、前記Ｋ個の追加チャネルを表す情報を抽出し、
該抽出した情報が表すＫ個の追加チャネルと、前回のＭ個の要求チャネルとから、最新の
Ｍ個を今回の要求チャネルとして選択する第５の過程と、前記第１の無線通信装置が、前
記第５の過程にて選択されたＭ個の要求チャネルに基づき、前記第２の無線通信装置に割
り当てるチャネルをスケジューリングする第６の過程とを備えることを特徴とする。
【００２２】
　また、本発明の報告情報送信方法は、Ｎ個のチャネルの中から他の無線通信装置により
割り当てられたチャネルにて信号を受信する無線通信装置における報告情報送信方法にお
いて、前記無線通信装置が、割り当ての候補となるＭ個の要求チャネルであって前回の要
求チャネルのうちで最新のＭ－Ｋ個の要求チャネルを、前記Ｎ個のチャネルから除いたチ
ャネルの中から、新しく要求チャネルに追加するＫ個の追加チャネルを選択する第１の過
程と、前記無線通信装置が、前記第１の過程にて選択されたＫ個の追加チャネルを表す情
報を含む報告情報を生成する第２の過程と、前記無線通信装置が、前記第２の過程にて生
成した報告情報を、前記第１の無線通信装置に送信する第３の過程とを備えることを特徴
とする。
【００２３】
　また、本発明のスケジューリング方法は、Ｎ個のチャネルの中から他の無線通信装置に
割り当てたチャネルにて、前記他の無線通信装置に信号を送信する無線通信装置における
スケジューリング方法において、前記無線通信装置が、前記他の無線通信装置から報告情
報を受信する第１の過程と、前記無線通信装置が、前記第１の過程にて受信した報告情報
から、前記Ｋ個の追加チャネルを表す情報を抽出し、該抽出した情報が表すＫ個の追加チ
ャネルと、前回のＭ個の要求チャネルとから、最新のＭ個を今回の要求チャネルとして選
択する第２の過程と、前記無線通信装置が、前記第２の過程にて選択されたＭ個の要求チ
ャネルに基づき、前記他の無線通信装置に割り当てるチャネルをスケジューリングする第
３の過程とを特徴とする。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明のハンドスキャナは、報告情報において、チャンネル割り当ての候補となる要求
チャネルの指定を、新しく要求チャネルに追加するＫ個の追加チャネルを表す情報により
行うので、報告情報の情報量を抑制された無線受信装置、無線送信装置、無線通信システ
ムおよび無線通信方法を提供することができる利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】この発明の第１の実施形態による基地局装置１００の構成を示す概略ブロック図
である。
【図２】同実施形態における端末装置２００の構成を示す概略ブロック図である。
【図３】同実施形態における報告情報生成部２１０の内部構成を示す概略ブロック図であ
る。
【図４】同実施形態における受信品質測定部２０９が測定し、出力する受信品質測定結果
の一例を示す図である。
【図５】同実施形態における記憶部３０２に記憶されている（Ｍ－Ｋ）個の要求継続チャ
ネル情報とその順序情報の一例を示す図である。
【図６】同実施形態における追加チャネル選択部３０１の動作を表すフローチャートであ
る。
【図７】同実施形態における追加チャネル選択部３０１が報告情報シンボル生成部３０３
へ出力する情報の一例を示す図である。
【図８】同実施形態における記憶部３０２に記憶されている（Ｍ－Ｋ）個の要求継続チャ
ネル情報とその順序情報の図５からの更新例を示す図である。
【図９】この発明の第２の実施形態による基地局装置４００の構成を示す概略ブロック図
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である。
【図１０】同実施形態における端末装置５００の構成を示す概略ブロック図である。
【図１１】同実施形態における報告情報生成部５１０の内部構成を示す概略ブロック図で
ある。
【図１２】同実施形態における追加チャネル選択部９０１の動作を表すフローチャートで
ある。
【図１３】同実施形態における追加チャネル選択部９０１が報告情報シンボル生成部９０
３へ出力する情報の一例である。
【符号の説明】
【００２６】
　１００、４００…基地局装置
　１０１…符号化部
　１０２…マッピング部
　１０３…マルチプレクス部
　１０４…ＩＦＦＴ部
　１０５…ＧＩ挿入部
　１０６…Ｄ／Ａ変換部
　１０７…無線送信部
　１０８…アンテナ部
　１０９…無線受信部
　１１０…Ａ／Ｄ変換部
　１１１…デマルチプレクス部
　１１２…デマッピング部
　１１３…復号化部
　１１４…スケジューラ部
　１１５…通知情報生成部
　１１６…パイロット生成部
　１１７、４１７…バッファ部
　２００、５００…端末装置
　２０１…アンテナ部
　２０２…無線受信部
　２０３…Ａ／Ｄ変換部
　２０４…ＧＩ除去部
　２０５…ＦＦＴ部
　２０６…デマルチプレクス部
　２０７…デマッピング部
　２０８…復号化部
　２０９…受信品質測定部
　２１０、５１０…報告情報生成部
　２１１…符号化部
　２１２…マッピング部
　２１３…マルチプレクス部
　２１４…Ｄ／Ａ変換部
　２１５…無線送信部
　２１６…復調制御部
　３０１、９０１…追加チャネル選択部
　３０２…記憶部
　３０３、９０３…報告情報シンボル生成部 
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
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　以下の各実施形態の説明では、受信品質情報として、パイロットシンボルに基づき算出
した指標、例えば、ＣＩＮＲ（Carrier-to-Interference plus Noise power Ratio：搬送
波対干渉波および雑音電力比）を用いるとして説明する。この他の指標であるＲＳＳＩ（
Receive Signal Strength Indication）、ＳＮＲ（Signal to Noise power Ratio：信号
対雑音電力比）、ＳＩＲ（Signal to Interference power Ratio：信号対干渉電力比）、
ＳＩＮＲ（Signal to Interference plus Noise power Ratio：信号対干渉および雑音電
力比）、ＣＮＲ（Carrier to Noise power Ratio：搬送波対雑音電力比）、ＣＩＲ（Carr
ier to Interference power Ratio：搬送波対干渉波電力比）など受信信号電力や搬送波
電力に関連して受信品質を示す指標などを用いても良い。また、受信品質情報として、Ｍ
ＣＳ（Modulation and Coding Scheme）や伝送レートなどの変調パラメータを用いても良
い。また、下記の各実施形態では、チャネルは一つあるいは複数のサブキャリアを意味し
ており、複数のチャネルにおけるスケジューリングに関して説明するが、本発明が適用で
きるチャネルは周波数領域のチャネルに限らず、例えばＳＤＭＡ（Space Division Multi
ple Access：空間分割多元接続）において固有モードが示す複数のチャネル、あるいはこ
れらの組み合わせとしてのチャネルなど、複数のチャネルを用いて通信を行なうシステム
であってもよい。すなわち、チャネル毎に受信品質が異なる可能性があるシステムにおい
て、本発明を適用することができる。
【００２８】
　また、以下の各実施形態は、セルラーシステムを想定し、基地局装置から端末装置への
ＯＦＤＭＡベースの下りリンクと端末装置から基地局装置へ報告情報をフィードバックす
るリバースリンク（上りリンク）について説明しているが、これに限られるものではない
。二つの無線通信装置間で、チャネルを識別する情報（チャネル情報）とそのチャネルに
おける受信品質情報とを報告する側（報告情報送信機能を有する側）を端末装置、報告さ
れたチャネル情報とそのチャネルにおける受信品質情報に基づいて、送信データを各チャ
ネルに割り当てる側（割り当て機能を行う側）を基地局装置とする。一つの無線通信装置
が両方の機能を有する場合もあり得る。本明細書では、無線通信装置は、無線通信を行な
う装置であり、基地局装置、端末装置、無線機、携帯端末装置、携帯電話等を含む。本発
明は、複数の無線通信装置のいずれかが割り当て機能を実施し、他の無線通信装置が報告
情報送信機能を実施することができる関係にある無線通信装置同士へ適用することができ
る。
　なお、以下の説明において、要求チャネルとは、自装置宛の送信データを割り当てる下
りリンクのチャネルの候補として、端末装置が基地局装置に対して要求するチャネルを表
し、追加チャネルとは、要求チャネルとして新たに追加するチャネルを表す。
【００２９】
［第１の実施形態］
　以下、図面を参照して、本発明の第１の実施形態について説明する。図１は、本実施形
態における基地局装置１００の構成を示す概略ブロック図である。図２は、本実施形態に
おける端末装置２００の構成を示す概略ブロック図である。
　基地局装置１００は、符号化部１０１、マッピング部１０２、マルチプレクス部１０３
、ＩＦＦＴ（Inverse Fast Fourier Transformation：高速逆フーリエ変換）部１０４、
ＧＩ（Guard Interval：ガード期間）挿入部１０５、Ｄ／Ａ（Digital-to-Analog）変換
部１０６、無線送信部１０７、アンテナ部１０８、無線受信部１０９、Ａ／Ｄ（Analog-t
o-Digital）変換部１１０、デマルチプレクス部１１１、デマッピング部１１２、復号化
部１１３、スケジューラ部１１４、通知情報生成部１１５、パイロット生成部１１６、バ
ッファ部１１７を有する。
【００３０】
　端末装置２００は、アンテナ部２０１、無線受信部２０２、Ａ／Ｄ変換部２０３、ＧＩ
除去部２０４、ＦＦＴ（Fast Fourier Transformation：高速フーリエ変換）部２０５、
デマルチプレクス部２０６、デマッピング部２０７、復号化部２０８、受信品質測定部２
０９、報告情報生成部２１０、符号化部２１１、マッピング部２１２、マルチプレクス部
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２１３、Ｄ／Ａ変換部２１４、無線送信部２１５、復調制御部２１６を有する。
【００３１】
　まず、基地局装置１００が信号を送信して、該信号を端末装置２００が受信する手順を
図１および図２を用いて説明する。
　基地局装置１００では、符号化部１０１が、スケジューラ部１１４から通知される変調
パラメータ情報およびスケジューリング情報に従い、入力された送信データに対して、誤
り訂正符号化処理と変調処理を行い、該送信データのデータシンボル系列を生成する。マ
ッピング部１０２は、スケジューラ部１１４から通知される変調パラメータ情報およびス
ケジューリング情報に従い、このデータシンボル系列をサブキャリアへ割り当てる。マル
チプレクス部１０３は、マッピングされたデータシンボル系列と、通知情報生成部１１５
で生成された通知情報用シンボル系列、およびパイロット生成部１１６で生成されたパイ
ロットシンボル系列を多重化する。ＩＦＦＴ部１０４は、各サブキャリアに割り当てられ
たシンボル系列をＩＦＦＴ処理して、時間軸の信号に変換し、変換された信号はＧＩ挿入
部１０５に送られる。ＧＩ挿入部１０５は、ＩＦＦＴ部１０４で生成された信号にガード
期間ＧＩを付加する。Ｄ／Ａ変換部１０６は、ガード期間ＧＩを付加された信号をアナロ
グ信号に変換する。無線送信部１０７は、該アナログ信号を、アップコンバートして、ア
ンテナ部１０８より端末装置２００に送信する。
【００３２】
　端末装置２００では、基地局装置１００から送信された信号を、アンテナ部２０１を経
て無線受信部２０２が受信する。Ａ／Ｄ変換部２０３は、無線受信部２０２が受信してダ
ウンコンバートしたアナログ信号を、デジタル信号に変換する。ＧＩ除去部２０４は、こ
のデジタル信号からガード期間ＧＩを除去し、ガード期間ＧＩを除去した信号をＦＦＴ部
２０５に送る。ＦＦＴ部２０５は、ＧＩ除去部２０４から受けた信号を高速フーリエ変換
することにより、周波数領域のシンボル系列に変換する。デマルチプレクス部２０６は、
ＦＦＴ部２０５から送られたシンボル系列から、パイロットシンボル系列、通知情報用シ
ンボル系列、データシンボル系列を取り出し、それぞれ、パイロットシンボル系列を受信
品質測定部２０９に送り、通知情報用シンボル系列を復調制御部２１６に送り、データシ
ンボル系列をデマッピング部２０７に送る。復調制御部２１６は、通知情報用シンボル系
列を復調して通知情報を得て、該通知情報から抽出したスケジューリング情報（端末装置
２００宛の送信データに割り当てられたチャネルに関する情報）および変調パラメータ情
報を、デマッピング部２０７と復号化部２０８に送る。デマッピング部２０７は、復調制
御部２１６から送られたスケジューリング情報および変調パラメータ情報に従い、デマル
チプレクス部２０６から送られたデータシンボル系列を復調する。復号化部２０８は、復
調制御部２１６から送られたスケジューリング情報および変調パラメータ情報に従い、該
データシンボル系列を復調したデータの誤り訂正符号を復号して受信データを取り出す。
【００３３】
　次に、端末装置２００が報告情報を基地局装置１００にフィードバックする手順を図１
および図２を用いて説明する。
　受信品質測定部２０９は、デマルチプレクス部２０６から送られたパイロットシンボル
系列を用いて、各チャネルにおける受信品質を測定し、この受信品質測定結果を報告情報
生成部２１０に送る。なお、本実施形態では、パイロットシンボルを用いて受信品質を測
定する場合について説明するが、データシンボル系列を用いた受信品質測定や、受信デー
タの判定結果を用いた受信品質測定を行う場合にも本発明は適用できることは勿論である
。報告情報生成部２１０は、受信品質測定部２０９から送られた受信品質測定結果に基づ
いて、割り当ての候補となる要求チャネルを選択し、該要求チャネルに基づき基地局装置
１００にリバースリンクにて送信する報告情報（追加チャネルのチャネル情報とその追加
チャネルにおける受信品質情報）を生成し、この報告情報を変調して報告情報用シンボル
系列を生成する。報告情報生成部２１０の詳細な説明に関しては後述する。マルチプレク
ス部２１３は、報告情報生成部２１０が生成した報告情報用シンボル系列と、符号化部２
１１およびマッピング部２１２が送信データを誤り訂正符号化・変調して生成したデータ
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シンボル系列とを多重化して基地局装置１００へ送信する信号を生成し、この信号をＤ／
Ａ変換部２１４に送る。Ｄ／Ａ変換部２１４は、マルチプレクス部２１３から送られた信
号をアナログ信号に変換する。この変換されたアナログ信号を、無線送信部２１５は、ア
ップコンバートし、アンテナ部２０１から基地局装置１００に送信する。
【００３４】
　基地局装置１００では、端末装置２００から送信された信号を、アンテナ部１０８を経
て無線受信部１０９が受信する。この受信したアナログ信号を、無線受信部１０９がダウ
ンコンバートした後に、Ａ／Ｄ変換部１１０は、デジタル信号に変換し、デマルチプレク
ス部（分離部）１１１に送る。デマルチプレクス部１１１は、Ａ／Ｄ変換部１１０から送
られたデジタル信号（シンボル系列）から、報告情報用シンボル系列とデータシンボル系
列とを分離し、報告情報用シンボル系列をバッファ部１１７に送り、データシンボル系列
をデマッピング部１１２に送る。デマッピング部１１２および復号化部１１３は、デマル
チプレクス部１１１で取り出されたデータシンボル系列を復調・復号し、受信データを取
り出す。バッファ部１１７は、前回までに端末装置２００から報告された報告情報に基づ
き、複数の要求チャネル（割り当ての候補となるチャネル）のチャネル情報とそれらのチ
ャネルにおける受信品質情報を、各要求チャネルが追加された順序を示す順序情報ととも
に記憶している。バッファ部１１７は、デマルチプレクス部１１１から報告情報用シンボ
ル系列が送られてくると、該報告情報用シンボル系列を復調して得た報告情報に基づいて
、記憶している複数の要求チャネルのチャネル情報とそれらのチャネルにおける受信品質
情報および順序情報を更新する。バッファ部１１７の詳細な動作に関しては、端末装置２
００内の報告情報生成部２１０の動作と共に後述する。
【００３５】
　バッファ部１１７は、記憶していた複数の要求チャネルのチャネル情報とそれらのチャ
ネルにおける受信品質情報と順序情報とを更新した後、（更新済みの）複数の要求チャネ
ルのチャネル情報とそれらのチャネルにおける受信品質情報とをスケジューラ部１１４に
送る。なお、基地局装置１００が複数の端末装置２００と通信している場合は、バッファ
部１１７は、複数の端末装置２００それぞれに関する複数の要求チャネルのチャネル情報
とそれらのチャネルにおける受信品質情報と順序情報とを記憶しており、複数の端末装置
２００それぞれの要求チャネルのチャネル情報と受信品質情報とをスケジューラ部１１４
に送る。スケジューラ部１１４は、バッファ部１１７から送られた複数の要求チャネルの
チャネル情報とそれらのチャネルにおける受信品質情報とに基づいて、各端末装置２００
宛の送信データを割り当てるチャネルを決定するとともに、それぞれの送信データの変調
パラメータを決定するスケジューリングを行う。スケジューラ部１１４は、スケジューリ
ングを終えた後、スケジューリング情報（各チャネルと各端末装置の対応を示す情報）と
変調パラメータ情報を符号化部１０１およびマッピング部１０２に送ると共に、通知情報
生成部１１５に送る。通知情報生成部１１５は、スケジューラ部１１４から送られたスケ
ジューリング情報と変調パラメータ情報を端末装置２００に通知するための通知情報用シ
ンボル系列を生成し、マルチプレクス部１０３に送る。以降、送信までの動作は、前述と
同様である。
【００３６】
　図３は、報告情報生成部２１０の内部構成を示す概略ブロック図である。以下では図３
を用いて、報告情報生成部２１０の動作に関して、より詳しく説明する。ここで、全チャ
ネル数をＮ、要求チャネル数をＭ、追加チャネル数をＫ（Ｎ、Ｍ、Ｋは、Ｎ＞Ｍ＞Ｋ≧１
を満たす整数）とする。受信品質測定部２０９は、各チャネルの受信品質測定結果を、追
加チャネル選択部３０１に送る。記憶部３０２は、前回の更新時点でのＭ個の要求チャネ
ルのうちの順序情報の新しい方から（Ｍ－Ｋ）個のチャネル（最新のＭ－Ｋ個の要求チャ
ネル、以下、要求継続チャネルと記す）についてのチャネル情報および順序情報を記憶し
ており、追加チャネル選択部３０１に前記（Ｍ－Ｋ）個の要求継続チャネル情報を送る。
【００３７】
　追加チャネル選択部３０１は、受信品質測定結果に基づいて、前記要求継続チャネルに
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含まれていない（Ｎ－Ｍ＋Ｋ）個のチャネルの中から新たに要求チャネルとして追加する
追加チャネルをＫ個選択し、それらの受信品質情報を生成する。追加チャネル選択部３０
１は、前記Ｋ個の追加チャネル情報を記憶部３０２に、前記追加チャネル情報とそれらの
チャネルにおける受信品質情報を報告情報シンボル生成部３０３に出力する。なお追加チ
ャネル選択部３０１は、受信品質測定結果に基づいて各チャネルの受信品質情報を生成し
、その生成した受信品質情報に基づいて追加チャネルを選択する構成としても良い。
【００３８】
　記憶部３０２は、記憶しておいた前回更新時点での（Ｍ－Ｋ）個の要求継続チャネルの
順序情報に基づいて古い方からＫ個の要求継続チャネルに関する情報を削除するとともに
、追加チャネル選択部３０１から入力された追加チャネル情報に対して現時点での最新を
示す順序情報を付加し、前記で削除されなかった要求継続チャネルに追加して、合わせて
（Ｍ－Ｋ）個の新たな要求継続チャネル情報とそれらの順序情報とを記憶する。一方、報
告情報シンボル生成部３０３は、追加チャネル選択部３０１から送られた追加チャネル情
報とそれらのチャネルにおける受信品質情報を基地局装置１００に報告するための報告情
報用シンボル系列を生成し、出力する。
【００３９】
　基地局装置１００内のバッファ部１１７は、Ｍ個の要求チャネル情報とそれらのチャネ
ルの受信品質情報と順序情報とを記憶している。端末装置２００からＫ個の追加チャネル
に関する新たな報告情報が報告された場合、バッファ部１１７は、デマルチプレクス部１
１１から該報告情報の報告情報用シンボル系列を受け、次に、記憶しているＭ個の要求チ
ャネルの順序情報に基づいて古い方からＫ個のチャネルに関するチャネル情報、受信品質
情報および順序情報を削除し、前述の報告情報用シンボル系列から抽出したＫ個の追加チ
ャネル情報とそれらのチャネルにおける受信品質情報とに対して現時点での最新を示す順
序情報を付加して記憶する。
【００４０】
　次に、報告情報生成部２１０の動作を具体例に沿って説明する。
　図４に受信品質測定部２０９から通知された受信品質測定結果の一例を、図５に記憶部
３０２に記憶されている（Ｍ－Ｋ）個の要求継続チャネル情報とその順序情報の一例を、
それぞれ示す。また、図６には、追加チャネル選択部３０１の動作を表すフローチャート
を示している。なお、図４および図５は、全チャネル数Ｎ＝８、要求チャネル数Ｍ＝４、
追加チャネル数Ｋ＝１の場合の一例を示し、チャネル情報としてチャネル番号（Ｃ１から
Ｃ８）を用い、図５における順序情報はＴ１が最も古く、以降、Ｔ２、Ｔ３の順に新しく
なっていくことを表している。
【００４１】
　まず、追加チャネル選択部３０１は、図４に示した受信品質測定結果（チャネル情報と
受信品質測定結果との組であり、この例では、「Ｃ１、１１」、「Ｃ２、６」、「Ｃ３、
８」、「Ｃ４、６」、「Ｃ５、３」、「Ｃ６、４」、「Ｃ７、７」、「Ｃ８、７」）を読
み込み（ステップＳ６０１）、図５に示した記憶されている（Ｍ－Ｋ）個（この例では３
個）の要求継続チャネル情報と順序情報と（この例では、「Ｃ７、Ｔ１」、「Ｃ２、Ｔ２
」、「Ｃ１、Ｔ３」）を記憶部３０２から読み込む（ステップＳ６０２）。次に、追加チ
ャネル選択部３０１は、前記要求継続チャネル（図５の例ではチャネルＣ１、Ｃ２および
Ｃ７）以外のチャネルの中から、前記受信品質測定結果の良好なＫ個（この例では１個）
のチャネル（図４の例に基づくとチャネルＣ３）を追加チャネルとして選択する（ステッ
プＳ６０３）。
【００４２】
　追加チャネル選択部３０１は、前記受信品質測定結果から、前記選択した追加チャネル
の受信品質測定結果を抽出し、該受信品質測定結果（チャネルＣ３の「８」）に基づき受
信品質情報を生成する（ステップＳ６０４）。追加チャネル選択部３０１は、追加チャネ
ル情報（この例ではチャネル番号Ｃ３）と前記生成した受信品質情報（この例では「８」
）を報告情報シンボル生成部３０３に出力し（ステップＳ６０５）、さらに、追加チャネ
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ル情報を記憶部３０２に出力する（ステップＳ６０６）。その結果、追加チャネル選択部
３０１から報告情報シンボル生成部３０３へ出力される情報は、図７に例示するように追
加チャネル情報「Ｃ３」と該追加チャネルの受信品質情報「８」とになる。
【００４３】
　また、記憶部３０２は、追加チャネル選択部３０１から追加チャネル情報（この例では
チャネル番号「Ｃ３」）を受け、該追加チャネル情報に最新であることを示す順序情報を
付加し、記憶していた（Ｍ－Ｋ）個の要求継続チャネルのうち、古い方からＫ個に代えて
記憶する（この例では、Ｋ＝１なので、順序情報として「Ｔ３」より新しいことを示す「
Ｔ４」を付加し、最も古いチャネルＣ７に代えてチャネルＣ３に関する情報を記憶する）
。この結果、記憶部３０２に記憶されている要求継続チャネルに関する情報は、図５に示
される情報から図８に示される情報（チャネル情報と順序情報との組で、「Ｃ２、Ｔ２」
、「Ｃ１、Ｔ３」、「Ｃ３、Ｔ４」）に更新される。
【００４４】
　このように、本実施形態によれば、端末装置２００は、全チャネルから一部分のチャネ
ルを選択し、選択したチャネルの受信品質情報を基地局装置１００へ報告する際、チャネ
ルに関する情報として追加チャネル情報のみを報告する。そのため、選択したすべてのチ
ャネルに関する情報を報告する場合に比べ、報告情報量を抑制することが可能となり、フ
ィードバックによるオーバヘッドを減少させることができる。また、選択したチャネルの
受信品質情報の報告に関しても、追加チャネルの受信品質情報のみを報告する。そのため
、選択したすべてのチャネルにおける受信品質情報を報告する場合に比べ、報告情報量を
抑制することが可能となり、フィードバックによるオーバヘッドを減少させることができ
る。
【００４５】
［第２の実施形態］
　図９は、本実施形態における基地局装置４００の構成を示す概略ブロック図である。図
１０は、本実施形態における端末装置５００の構成を示す概略ブロック図である。
　第１の実施形態では、端末装置２００から基地局装置１００に、追加チャネル情報およ
び追加チャネルの受信品質情報を報告する場合について説明した。本実施形態における端
末装置５００は、追加チャネル情報と追加チャネルの受信品質情報に加え、各要求継続チ
ャネルの受信品質情報も報告する。このため、基地局装置４００および端末装置５００の
機能ブロックのうち、端末装置２００の報告情報生成部２１０に相当する報告情報生成部
５１０と基地局装置１００のバッファ部１１７に相当するバッファ部４１７が、第１の実
施形態とは異なる。報告情報生成部５１０およびバッファ部４１７の詳細については、後
述する。その他の構成は、第１の実施形態（図１、図２）と同様であり、その説明は省略
する。
【００４６】
　図１１は、本実施形態の報告情報生成部５１０の構成を示す概略ブロック図である。報
告情報生成部５１０の動作について図１１を用いて説明する。なお、第１の実施形態と同
様に、本実施形態においても、全チャネル数Ｎ、要求チャネル数Ｍ、追加チャネル数Ｋと
する。まず、第１の実施形態と同様、受信品質測定部２０９は、受信品質測定結果を、追
加チャネル選択部９０１に送る。記憶部３０２は、前回の更新時点でのＭ個の要求チャネ
ルのうちの順序情報の新しい方から（Ｍ－Ｋ）個の要求継続チャネル情報および順序情報
を記憶しており、追加チャネル選択部９０１に前記（Ｍ－Ｋ）個の要求継続チャネル情報
を送る。
【００４７】
　追加チャネル選択部９０１は、受信品質測定結果に基づいて、前記要求継続チャネルに
含まれていない（Ｎ－Ｍ＋Ｋ）個のチャネルの中から新たに要求チャネルとして追加する
追加チャネルをＫ個選択し、それらＫ個の追加チャネルと前記（Ｍ－Ｋ）個の要求継続チ
ャネルとを合わせたＭ個のチャネルについてそれぞれ受信品質情報を生成する。追加チャ
ネル選択部９０１は、前記Ｋ個の選択した追加チャネル情報を記憶部３０２に、前記追加
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チャネル情報とそのチャネルにおける受信品質情報、および前記（Ｍ－Ｋ）個の要求継続
チャネルにおける受信品質情報を報告情報シンボル生成部９０３に出力する。なお追加チ
ャネル選択部９０１は、受信品質測定結果に基づいて各チャネルの受信品質情報を生成し
、その生成した受信品質情報に基づいて追加チャネルを選択する構成としても良い。
【００４８】
　記憶部３０２は、記憶しておいた前回更新時点での（Ｍ－Ｋ）個の要求継続チャネルの
順序情報に基づいて古い方からＫ個の要求継続チャネルに関する情報を削除するとともに
、追加チャネル選択部９０１から入力された追加チャネル情報に対して現時点での最新を
示す順序情報を付加し、前記で削除されなかった要求継続チャネルに追加して、合わせて
（Ｍ－Ｋ）個の新たな要求継続チャネル情報とそれらの順序情報を記憶する。
【００４９】
　報告情報シンボル生成部９０３は、追加チャネル選択部９０１から送られた追加チャネ
ル情報とそのチャネルにおける受信品質情報と前記（Ｍ－Ｋ）個の要求継続チャネルにお
ける受信品質情報とからなる基地局装置４００への報告情報の報告情報用シンボル系列を
生成し、出力する。なお、（Ｍ－Ｋ）個の要求継続チャネルについてはチャネル情報を報
告する必要はなく、基地局装置４００との間で予め定めた順番、例えば順序情報の古い順
番もしくは新しい順番、またはチャネル情報（チャネル番号）の順番に応じて受信品質情
報を配置した報告情報とするのが好ましいが、これに限られるものではない。一方Ｋ個の
追加チャネルについては、チャネル情報も報告するため、チャネル情報とそれぞれの受信
品質情報とを対応付けて配置した報告情報とするのが好ましいが、これに限られるもので
はない。
【００５０】
　次に、図９に示した基地局装置４００内のバッファ部４１７の動作について説明する。
　バッファ部４１７は、Ｍ個の要求チャネル情報、それらのチャネルの受信品質情報およ
び順序情報を記憶している。端末装置５００からＫ個の追加チャネルに関する新たな報告
情報が報告された場合、バッファ部４１７は、デマルチプレクス部１１１から該報告情報
の報告情報用シンボル系列を受け、次に、記憶しているＭ個の要求チャネルの順序情報に
基づいて古い方からＫ個のチャネルに関するチャネル情報、受信品質情報および順序情報
を削除し、前記報告情報により報告されたＫ個の追加チャネル情報とそれらのチャネルに
おける受信品質情報に対して現時点での最新を示す順序情報を付加して記憶するとともに
、記憶されている残り（Ｍ－Ｋ）個の要求継続チャネルについての受信品質情報を前記報
告情報に基づいて更新する。
【００５１】
　図１２は、追加チャネル選択部９０１の動作を表すフローチャートである。第１の実施
形態における具体例と同様、全チャネル数Ｎ＝８、要求チャネル数Ｍ＝４、追加チャネＫ
＝１の例として、端末装置５００の受信品質測定部２０９から追加チャネル選択部９０１
に通知される受信品質測定結果の一例として図４に示された情報が入力され、記憶部３０
２に記憶されている（Ｍ－Ｋ）個の要求継続チャネルとその順序情報の一例として図５に
示された情報が追加チャネル選択部９０１に送られている場合について説明する。なお、
図１２の追加チャネル選択部９０１の動作フローチャートは、基本的な動作において図６
に示した追加チャネル選択部３０１のものと同様であるが、ステップＳ１００４（図６の
ステップＳ６０４に対応）において（Ｍ－Ｋ）個の要求継続チャネルについての受信品質
情報も生成し、ステップＳ１００５（図６のステップＳ６０５に対応）においてそれら要
求継続チャネルの受信品質情報も報告情報シンボル生成部へ出力する点が異なる。
【００５２】
　まず、追加チャネル選択部９０１は、図４に示した受信品質測定結果（チャネル情報と
受信品質測定結果との組であり、この例では、「Ｃ１、１１」、「Ｃ２、６」、「Ｃ３、
８」、「Ｃ４、６」、「Ｃ５、３」、「Ｃ６、４」、「Ｃ７、７」、「Ｃ８、７」）を読
み込み（ステップＳ１００１）、図５に示した記憶されている（Ｍ－Ｋ）個（この例では
３個）の要求継続チャネル情報と順序情報と（この例では、「Ｃ７、Ｔ１」、「Ｃ２、Ｔ
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２」、「Ｃ１、Ｔ３」）を記憶部３０２から読み込む（ステップＳ１００２）。次に、追
加チャネル選択部９０１は、前記要求継続チャネル（図５の例ではチャネルＣ１、Ｃ２お
よびＣ７）以外のチャネルの中から、前記受信品質測定結果の良好なＫ個（この例では１
個）のチャネル（図４の例に基づくとチャネルＣ３）を追加チャネルとして選択する（ス
テップＳ１００３）。
【００５３】
　追加チャネル選択部９０１は、前記受信品質測定結果から、前記選択した追加チャネル
と要求継続チャネル（この例では、チャネルＣ１、Ｃ２、Ｃ７）の受信品質測定結果を抽
出し、該抽出した受信品質測定結果（この例では、チャネルＣ３の「８」とチャネルＣ１
、Ｃ２、Ｃ７の「１１」、「６」、「７」）に基づき受信品質情報を生成する（ステップ
Ｓ１００４）。追加チャネル選択部９０１は、追加チャネル情報（この例ではチャネル番
号Ｃ３）と前記生成した受信品質情報（この例では、チャネルＣ３の「８」とチャネルＣ
１、Ｃ２、Ｃ７の「１１」、「６」、「７」）を報告情報シンボル生成部９０３に出力し
（ステップＳ１００５）、さらに、追加チャネル情報を記憶部３０２に出力する（ステッ
プＳ１００６）。
【００５４】
　その結果、追加チャネル選択部９０１から報告情報シンボル生成部９０３へ出力される
情報は、図１３に示すように追加チャネル情報が「Ｃ３」、追加チャネルの受信品質情報
が「８」、要求継続チャネルの受信品質情報が「１１、６、７」となる。なお、図１３で
は、要求継続チャネルの受信品質情報は、チャネル情報（チャネル番号）の順番に配置し
た報告情報とする場合の例を示している。
【００５５】
　また、記憶部３０２は、追加チャネル選択部９０１から追加チャネル情報「Ｃ３」を受
けると、これに記憶部３０２において最新であることを示す順序情報「Ｔ４」（「Ｔ３」
より新しいことを示す）を付加し、古い方からＫ＝１個の要求継続チャネル「Ｃ７」に代
えて記憶する。この結果、記憶部３０２に記憶されている要求継続チャネルに関する情報
は、第１の実施形態と同様に図５に示される情報から図８に示される情報（チャネル情報
と順序情報との組で、「Ｃ２、Ｔ２」、「Ｃ１、Ｔ３」、「Ｃ３、Ｔ４」）に更新される
。
【００５６】
　このように、本実施形態によれば、端末装置５００は、全チャネルから一部分のチャネ
ルを要求チャネルとして選択し、要求チャネルの受信品質情報を基地局装置４００へ報告
する際、チャネルに関する情報として追加チャネル情報のみを報告する。そのため、すべ
ての要求チャネルに関する情報を報告する場合に比べ、報告情報量を抑制することが可能
となり、フィードバックによるオーバヘッドを減少させることができる。また、端末装置
５００は、要求チャネルの受信品質情報の報告に関しては、全ての要求チャネルの受信品
質情報を報告するため、一定回数（例えば要求チャネル数Ｍが追加チャネル数Ｋの整数倍
である場合は、Ｍ／Ｋ回）連続して受信品質情報を基地局装置へ報告することになるため
、これらを受けた基地局装置４００は、報告情報に基づいて端末装置５００における受信
品質の時間変動の大きさや速さを知ることができる。したがって、スケジューラ部１１４
は、これらの受信品質の時間変動の大きさや速さに基づき、スケジューリングすることも
できる。
　また、記憶部３０２に各要求継続チャネルの前回の受信品質も記憶しておくことによっ
て、要求継続チャネルに関する受信品質情報を前回の受信品質との差分値を用いて報告し
てもよい。これにより、さらに報告情報量を削減することができる。
【００５７】
　なお、図１における符号化部１０１、マッピング部１０２、マルチプレクス部１０３、
ＩＦＦＴ部１０４、ＧＩ挿入部１０５、デマルチプレクス部１１１、デマッピング部１１
２、復号化部１１３、スケジューラ部１１４、通知情報生成部１１５、パイロット生成部
１１６、バッファ部１１７、および、図２におけるＧＩ除去部２０４、ＦＦＴ部２０５、
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デマルチプレクス部２０６、デマッピング部２０７、復号化部２０８、受信品質測定部２
０９、報告情報生成部２１０、符号化部２１１、マッピング部２１２、マルチプレクス部
２１３、復調制御部２１６、および、図３における追加チャネル選択部３０１、記憶部３
０２、報告情報シンボル生成部３０３、および、図１１における追加チャネル選択部９０
１、記憶部３０２、報告情報シンボル生成部９０３は専用のハードウェアにより実現され
るものであってもよく、また、これらの機能ブロックはメモリおよびＣＰＵ（中央演算装
置）により構成され、各機能ブロックの機能を実現するためのプログラムをＣＰＵが実行
することによりその機能を実現させるものであってもよい。
【００５８】
　以上、この発明の実施形態を図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこの実施
形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更なども含まれ
る。
【産業上の利用可能性】
【００５９】
　本発明は、ＯＦＤＭＡなどの複数のチャネルの中から送信側が割り当てたチャネルにて
通信する携帯電話システムに用いて好適であるが、これに限定されない。

【図１】 【図２】
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